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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社荏原製作所 

 

[企業 ID]  6361 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2024 年 12 月期 第 1 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2024 年度 第 1 四半期  

 

[日程]   2024 年 5 月 14 日 

  

[時間]   16:00 – 16:51 

（合計：51 分、登壇：25 分、質疑応答：26 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[登壇者]  2 名 

執行役 CFO    細田 修吾（以下、細田） 

グループ広報・財務統括部長  大﨑 晃裕（以下、大﨑） 
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登壇 

 

 

大﨑：お待たせいたしました。本日はご多用のところ、株式会社荏原製作所の 2024 年 12 月期第

1 四半期決算説明会にご参加いただきまして、誠にありがとうございます。定刻となりましたの

で、ただいまより会を始めさせていただきます。本日の 15 時に決算関連の書類を東証のプラット

フォーム並びに当社ホームページに開示しております。そちらもご覧いただきながらご参加くださ

いますようお願い申し上げます。 

私どもの出席者をご紹介いたします。 

CFO、 IR 担当執行役、細田修吾でございます。 

細田：細田でございます。よろしくお願いします。 

大﨑：司会は、グループ広報・財務統括部、大﨑が務めさせていただきます。よろしくお願いいた

します。 



 
 

 

 
 
 
 

3 
 

 

本日のスケジュールでございますが、決算概要を細田より説明させていただき、その後に皆様から

のご質問をお受けいたします。終了時刻は 17 時を予定しております。 

それでは細田より説明に入らせていただきます。 

 

細田：よろしくお願いします。細田でございます。 
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まず初めに、今回の第 1 四半期決算のポイントに関してご説明させていただきます。 

今回の決算は、全体としましては比較的順調な進捗と捉えております。受注に関しましては、1Q

として過去最高を記録した前年同期とほぼ同水準、若干微減ではありますが、ほぼ横ばいでござい

ます。その受注の内訳は精密・電子セグメントの受注高の回復傾向が前年同期比で鮮明になってき

ていることが、明るい兆候かなと思っております。 

一方で、前年同期と比べて、環境セグメントおよびエネルギーセグメントにおいては、受注高は減

少しております。前年 1Q は大型案件の受注計上がありましたが、今年度は受注タイミングの関係

で減少となりました。トータルではほぼ前年同期と同水準の受注状況です。 

一方で、売上収益、営業利益、営業利益率に関しては、為替の差益の後押しもあり、1Q としては

過去最高の業績を更新しております。 

このように全社としても概して順調な滑り出しとなっております。それを踏まえて、業績予想に関

しましては、上期業績の予想を若干修正しております。通期で見るとほぼ計画通りであり、通期業

績は期初予想を変更しておりません。 

その他のトピックスとして、既に開示済みですが、7 月 1 日付けで 1 株を 5 株とする株式分割を予

定しており、投資家層の拡大を企図しております。 

 

では、詳細の説明に入っていきたいと思います。 
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5 ページをご覧ください。第 1 四半期の連結業績です。 

受注は先ほど申し上げました通り、ほぼ前年同期並みで 63 億円減少、全体としては 3.2%の微減で

1,916 億円。売上は前年同期から 97 億円増加して 1,938 億円。営業利益は前年同期から 40 億円増

加して 192 億円。親会社の所有者に帰属する四半期利益は 65 億円の増加で 146 億円となりまし

た。 

それに伴いまして、EPS についても 159.20 円と前年同期比で大幅改善となっております。為替レ

ートにつきましては、1 月から 3 月までの期中平均で、各主要通貨におきまして前年同期比で円安

となっており、第 1 四半期の営業利益への影響額は前年同期と比べて 9 億円程度と分析しておりま

す。 
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続いて 6 ページ目、セグメント別の決算サマリです。 

受注につきましては、精密・電子セグメントが半導体需要の底打ちにより前年同期から大きく増加

しております。建築・産業セグメントは国内が堅調に推移して、受注増加。インフラセグメントに

おきましても、大型案件を 1Q に複数受注したことにより、前年同期比で増加している状況です。 

一方で、環境セグメントとエネルギーセグメントは、市場環境に大きな変化は見られないものの、

大型案件受注タイミングの影響で、前年同期比では減少しています。 

売上につきましてはインフラ、精密・電子セグメントが期ずれ等により若干減少したものの、エネ

ルギー、建築・産業、環境セグメントの売上については堅調に推移しており、全体としては前年同

期比で 97 億円の増加となっております。 

営業利益に関しましては、エネルギー、環境、精密・電子セグメントが牽引して、前年同期比で

40 億円増加しております。 
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7 ページ目、営業利益に関しての前年同期からの利益増減分析です。 

40 億円増加しており、内訳としては、売上要因はエネルギー、建築・産業、環境セグメントなど

で増収となり、7 億円のプラスとなりました。 

一方で、増加分の大きな要素を占める収益性に関しましては 55 億円。これは主に精密・電子セグ

メントにおける案件ミックスの改善や、エネルギーセグメントでの土地の売却益が一過性で出まし

て、その影響により 55 億円の収益性改善が図られました。 

一方、固定費につきましては、ベースアップ等による人件費の増加があり、23 億円の増加となっ

ております。さらに為替による 9 億円のプラス、その他の部分で藤沢事業所の建物の解体に伴う除

却損等で 8 億円のマイナスが生じまして、1Q の営業利益は全体で 192 億円という結果になってお

ります。 
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次は、地域別売上収益の構成でございます。 

右側の円グラフの濃い青の部分が海外売上の部分です。1Q の売上の構成比率は、海外が 59%、国

内が 41%、大体 6 対 4 のいつも通りの構成比です。 

左側の棒グラフは、上の段が今期の 1Q、下の段が前期の棒グラフです。日本国内も海外も両方、

前年同期に比べてプラスになっております。どちらかというと国内のほうがプラスが大きく、海外

は若干プラスですが、ほとんどが為替の影響となります。 

その意味では、海外は実質的にほぼ横ばいと思っております。海外の内訳として地域別で見ます

と、下の棒グラフで、まず前年同期比で伸びが大きいのは中国でございます。 

一方で、減少幅が大きいのは日本と中国を除いたアジア地域です。この中国地域、それから日本と

中国以外のアジア地域、両方とも精密・電子セグメントの売上動向が大きく影響していると分析し

ております。欧州での売上が振るわない一方で、中東ではエネルギーセグメントが好調に推移して

おり、前年同期から大きく伸びております。 

以上が地域別の売上収益の全体像です。 
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ここから先はセグメント別の業績のご説明に入ります。 

 

10 ページ目で、まず建築・産業セグメントですが、受注・売上・営業利益、いずれも前年同期を

上回って増収増益となっております。 
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市場環境的に GDP 成長は中国や南米で鈍化傾向ですが、アジアの新興国や中東で回復傾向にあり

ます。そのような中で、受注が前年同期比で増加した要因は、中国において、不動産市況は低調で

したが、産業市場向けの省エネ製品の需要が高まっている状況もあり、好調に推移しました。 

一方、国内では価格改定前の駆け込み需要などの影響もあり、1Q に受注・売上が増加していると

いう要因もございます。 

営業利益は人件費などの固定費が増加しておりますが、増収要因に加え、S&S の比率が前年同期

よりも上昇しておりまして、このミックスの関係もあり収益性が増加したのが建築・産業の状況で

ございます。 

 

続きまして、エネルギーセグメントです。 

受注は前年同期比で減少していますが、売上収益、営業利益とも増加しており、増収増益となりま

した。市場環境的には、石油・ガス市場では、昨年に引き続き主に中東で石油化学案件等に動きが

見られます。一方で、昨年北米市場等で活況を呈した LNG 市場は、全体として引き続き堅調なも

のの、前年同期に大型案件が複数受注あったことに比べますと、少し落ち着いてきている様子が見

られます。 

その差が 1Q のエネルギーセグメントの受注の差に出ております。 



 
 

 

 
 
 
 

11 
 

受注は、中東や中国では計画通り大型案件を複数受注したものの、LNG 向けの大型案件の差で前

年同期比で減少となりました。売上は昨年の製品受注が好調だったことを背景に今期は製品売上が

増加、サービス&サポートの売上も増加しましたが、売上収益に占める製品売上の割合が前年同期

比で増加して、グラフの通りサービス&サポート比率が減少しました。地域別には中東やアジアで

増収となっている状況です。 

営業利益に関しましては増収効果で増益となりました。収益性は若干プラスに書いておりますが、

これは北米の土地売却益による一過性の収益も含んでおり、それを除くと収益性は前年同期より若

干減少している状況です。 

製品の売上が増加して収益性の高い S&S の比率が低下しておりますので、そのミックスによる収

益性の若干の低下がエネルギーセグメントの 1Q の状況です。 

 

続きまして、インフラセグメントです。 

受注は前年同期比で増加しましたが、売上・営業利益は前年同期比で減少して、減収減益となりま

した。 

国内のポンプ機場の更新や補修に対する需要は、「国土強靱化 5 カ年加速化対策」等により堅調で

して、受注はポンプ機場の遠隔監視案件などを含め、大型案件を複数受注したことにより前年同期

を上回っております。 
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一方で、売上は工事進行案件の期ずれにより前年同期を下回っており、営業利益も前年同期比で減

益となっております。以上がインフラセグメントでございます。 

 

環境セグメントです。 

受注は前年同期比で減少しておりますが、売上・営業利益については増加して増収増益となりまし

た。今期は EPC 案件の受注の谷間にあたり、年間の受注計画も前年同期比で大幅減と計画してお

りました。大型案件を受注した前年同期と比較すると減少となりました。 

売上に関しましては、O&M、EPC ともに増加し、営業利益に関しては増収効果と、O&M の中で

の収益性の高い案件、メンテナンスや延命化案件の割合が増加したことによって、収益性も増加

し、増益となったのが環境セグメントの状況でございます。 
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精密・電子セグメントです。 

受注は前年同期比で大きく増加して、良い傾向だと思っております。一方で、売上は微減となりま

した。営業利益は増加となっており、減収増益というのが精密・電子事業の状況です。 

半導体市場全般の話としましては、中国における半導体メーカーの設備投資が引き続き高い水準を

維持しています。その一方で、グローバル大手のお客様は、一部で工場稼働率の改善が見られる状

況の中、全体としては緩やかな回復基調です。本格的なお客様による投資回復は下期に期待される

状況だと思っております。 

これを受けまして、当社の受注状況は、前年同期に比べて CMP の需要回復により前年同期比で増

加となっております。サービス&サポートは、お客様の工場稼働率の回復を受けまして、CMP、コ

ンポーネントともに増加となっております。 

売上はコンポーネントのサービス&サポートで増加したものの、CMP に関して若干売上のタイミ

ングが期ずれして、1Q から 2Q 以降にずれたため減少しました。CMP は出荷してお客様の工場に

設置したものの、最終的なプロセスアクセプタンステストのお客様事情によるタイミングのずれ等

によって、2Q 以降に期ずれした状況になっています。 

営業利益については、案件ミックスの改善やサービス&サポート比率の上昇によって収益性が向上

しておりますので、売上は減っていますが、収益性の向上により増益となりました。 
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以上が、この 1Q における各セグメントの説明でございました。 

 

続きまして、通期および上期の業績予想についての説明です。 

 

事業環境に関しましては、あまり期初から変わっておりませんが、世界的なインフレ、中国や欧米

を中心とした景気後退、米・中の対立による半導体輸出管理規制、ウクライナ情勢、中東情勢等の

地政学的なリスクなど、それらの影響を引き続き注視しつつ経営を行っております。特に半導体市
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場におきましては、緩やかな回復基調の中で、下期に向けて本格回復を期待される局面と捉えてお

ります。 

エネルギーセグメントにおいては、石油・ガスのダウンストリーム市場に加え、LNG 市場が堅調

に推移しております。建築・産業セグメントにおいては、中国における産業向け市場が引き続き底

堅い状況です。 

このような事業環境の中で、1Q 業績の進捗を受けまして、上期に若干の業績予想の修正を加えて

おります。上期の受注は期初の予想から 105 億円引き上げて 3,950 億円、売上は 25 億円引き下げ

て 4,000 億円、営業利益は 15 億円引き下げて 400 億円としております。 

いずれも上期着地に対する解像度が期初よりも高まってきた中で、微調整という意味合いが強く、

各セグメントの業績に対して本質的な見方が変わったというものではございません。通期で見ると

おおむね順調な進捗であると捉えており、通期業績は期初予想を据え置いているという状況でござ

います。 

 

次に 17 ページです。セグメントごとに上期業績予想の修正内容をご説明します。 

まず建築・産業セグメントですが、国内の価格改定効果や為替の後押しを受けた海外の売上・営業

利益の堅調な推移などにより、営業利益を 10 億円上方修正。エネルギーセグメントは大型案件の

受注の前倒しにより上振れしたため、受注を 160 億円上方修正しております。 
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インフラセグメントは、大型案件の複数受注によって受注を 25 億円上方修正しましたが、一方で

工事進行案件の計上時期の期ずれによって、売上は上期から下期に 25 億円修正しております。こ

れに伴って、上期の営業利益も 5 億円下方修正しております。 

環境セグメントは O&M 案件の受注増加によって受注を 60 億円上方修正、精密・電子セグメント

は CMP を中心に製品の受注時期の期ずれによって受注を上期から下期に 140 億円ずらしました。

一方で、営業利益は案件ミックスやサービス&サポートの比率が増加したことを踏まえまして、上

期の営業利益を 10 億円上方修正しているという状況でございます。 

 

24 年の営業利益 870 億円に対して、前年の 860 億円からの利益の増減要因はこの図の通りでござ

います。これは 2 月 14 日の公表値から変更はございません。 

以上が実績と業績予想に関するご説明です。 
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その他のトピックスとして、既に開示済みではございますが、7 月 1 日付で実施予定の株式分割に

ついてご説明いたします。 

 

当社の株価はグラフのように今期に入り大きく上昇し、現時点で 1 万 3,000 円台を超えておりま

す。そのため、東証が推奨する望ましい投資単位水準を考慮した上で、6 月 30 日を基準日とし

て、普通株式 1 株を 5 株とする株式分割を実施する予定でございます。 
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投資家の皆様により投資しやすい環境を整備しまして、個人も含めた投資家層の拡大の施策を進め

てまいりたいと思っております。 

私からの説明は以上でございます。ご質問をお受けしたいと思います。 
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